
★ 第 120 回日本社会分析学会例会プログラム ★ 

 

日程：2010 年 12 月 18 日（土） ～ 12 月 19 日（日） 
会場： 宮崎大学 木花キャンパス 教育文化学部講義棟 L205 

〒889-2192 宮崎市学園木花台西 1-1 

 （入試の関係で部屋が変更になる可能性がありますので、当日会場での指示にご注意ください） 

 
※持ち時間は 30 分（報告 20 分：質疑 10 分）が標準です。レジュメや資料は 40 部程度ご準備ください。報告

にてＤＶＤ・プロジェクター、ビデオ、パワーポイントが使えます。ただしDVDは再生の機器がないため会場の

パソコンから出力し、マイクを通じて音声を流すことになります。 

 

12 月 18 日（土） 
 

開 会 13:25 
 
自由報告部会Ⅰ 家族・教育・支援   13:30～15:30  

1.「住民主体型育児支援組織のリーダーにみられる意識の特徴」   山下亜紀子（宮崎大学） 

2.「地域子育て支援の効果測定について」                    佐々木美智子（中村学園大学） 

3.「不登校を対象とした教育特区の理念と実践－東京と岐阜を例に」 

王美玲（台湾淡江大学日本語学科） 

4.「身体的虐待被害の実態－大学生・専門学校生調査から」  石川義之（大阪樟蔭女子大学）
 

＝Coffee Break（15 分）＝ 
 
自由報告部会Ⅱ  基礎概念の再検討   15:45～17:15  

1.「限界集落論への疑問－概念的、現状分析的な検討から」     山本努（県立広島大学）

2.「台湾におけるボランタリズムの基層構造に関する予備的考察 

－愛愛寮（院）を手がかりに」             三浦典子・林寛子（山口大学）

3.「マックス・ヴェーバーにおける「意味」概念について」      嘉目克彦（大分大学）

 

レポート：「日本社会福祉系学会連合シンポジウムからの報告」(10 分)  三隅一人（九州大学） 

 
懇親会（17:45～）会場： 生協多目的ホール（会費：有職者 5,000 円 学生・無職者 3,000 円） 

12 月 19 日（日） 
 
特別部会： シリーズ『現代社会を読む』 （Brush-upセッション試行）  9:30～10:20
「異質なるものの連帯の仕組みを求めて：市場、国家、社会」    三隅 一人（九州大学） 

 
＝Coffee Break（15 分）＝ 

 
自由報告部会Ⅲ 越境する社会関係  10:35～12:05  

1. “The Influence of Trust-Commitment Relationship on a Social Relational Context of Migration:  

How Do Highly Educated Chinese Engineers Migrate to Japan”               李蔚（九州大学） 
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2.「現代中国の地域・コミュニティをどの様に捉えるか」               佐々木衛（神戸大学） 

3.「民族関係研究の分析枠組について」               稲月正（北九州市立大学） 
 
閉 会 12:10 
 

編集委員会 12:10～12:55 
 

●会場への交通・アクセス 

宮崎大学には、学会会場となる木花キャンパスの他に、清武キャンパス（医学部）もあります。タク

シー利用の際は木花キャンパス（教育文化学部）行きを確認し、お間違いのないようご注意ください。 

 

空路ご利用の場合 

宮崎空港から ○バス利用：宮交シティバスセンターにて乗り換え 

宮崎空港にて「宮崎駅行き」→「宮交シティ」下車（約 10 分）  

宮交シティバスセンターにて「大学病院・宮崎大学行き」→「宮崎大学」下車（約 30 分） 

○タクシー利用（約 15 分） 

＊空港からは、タクシーでの直行が便利です。料金は 2千円程度です。 

JR ご利用の場合 

宮崎駅から  ○バス利用（40～50 分） 

宮崎駅にて「大学病院・宮崎大学行き」→「宮崎大学」下車  

○タクシー利用（約 30 分） 

 

清武駅から  ○タクシー利用（約 15 分） 

＊鹿児島方面からは清武駅下車＋タクシーが便利です。 

高速バスご利用の場合 

宮交シティバスセンターから 

○バス利用（約 30 分） 

宮交シティバスセンターにて「大学病院・宮崎大学行き」→「宮崎大学」下車 

○タクシー利用（約 25 分） 

お車ご利用の場合 

＊学内に駐車の余裕は十分にあります。 

 

＊なお宮崎交通路線バス「大学病院・宮崎大学行き」は、１時間に２本程度の運行です。 

宮崎駅発 「大学病院・宮崎大学行き」（土日祝）1番のりば 

7：25 、7：45、8：30、9：09、 9：35 、9：55、10：35、11：05、11：30、12：05 、12：25、 12：50 

宮交シティ発 「大学病院・宮崎大学行き」（土日祝）17 番のりば 

7：30、7：40、8：00、8：30、8：45、9：24、9：30、9：50、10：10、10：30、10：50、11：20、11：30、11：4

5、12：20、12：30、12：40 
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●宿 泊 

○宮崎駅周辺・中心市街地・大淀川沿いなどに多数ホテルがあります。 

いずれも路線バス（宮崎交通「大学病院・宮崎大学行き」）での移動が可能です。 

○また大学に近い宿泊施設として「木花温泉ジェスパ」があります。 

温泉・プール・遊戯施設に宿泊施設が併設されており、和室のみとなります。 

料金：一泊4,500円 TEL：0985-58-3998 

○観光地である青島も宮崎大学から比較的近い場所にあり、ホテルも多数あります。 

ただし大学へ直行するバスはなく、タクシー利用となります。 

 

図１ 宮崎大学木花キャンパス内  

     ココ 

※宮崎大学HP（http://www.miyazaki-u.ac.jp/educul/educul.html/access/images/map.pdf）より作成。 
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